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風景画像の検索 関連記事本文674ページー

左上．マウスで入力した検索キーの画像

右上・検索キー画像と風景画像との類似皮

下・検索結果 （類似度順に8位候補まで）
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＜大学の動き＞

年末年始の火災予防と特別防火演習

本学教職員並びに学生諸君には，日頃から火災

予防にご協力願っているが， 4三木年始の火災多発

WJを控え， 一人一人が防火についての認識と理解

をなお一層深めるようお願いしたい。また，消防

羽ーによる本年の立入検査の結果，廊下等避難通路

上の障害物撤去，喫煙管理の徹底，ガムテープ等

で巻かれている電気配線の改修，高圧ガスボンベ

の転倒防止措置の改詩，失効消火器の更新等種々

の事項を指示されている。この機会にそれぞれの

坊において，これらの指示事項に留意し，防火管

理の強化及び消防用設備の点検等を実施のうえ，

早急に改善されるようお願いする。

本学には，学内の火災事故に備えて，自衛消防

｜有が置かれているが，本部地区自衛消防同による

恒例の年ぷ特別防火演習を12月7日（火）午後1

時30分より実施した。当日は，学生部の協力によ

り学生部21精教養掛事務室から出火したものと想

定し，通報連絡，初期消火，避難誘導，救出，物

品搬／［＇，等一連の総合訓練を行い，自衛消防団の消

防車による活動のほか，左京消防署からも数台

の消防車が出動して，合同の消防訓練等を行っ

た。

また，病院地区は12月6日 （月）に，字j台地区

では12月8日（水）にそれぞれ実施された。

（経理部）

自衛消防団員に感謝状贈呈

12月7日（火）自衛消防団と左京消防署ー合同に

よる年末特別消防演習が学生部を中心に行われ，

自衛消防問の日頃の訓練成果が抜録された。引続

き，本部事務局長室において，自衛消防団員に対

して総長からの感謝状及ぴ言己念品が田村事務局長

より贈呈された。

この日感謝状を受けた仔｜貝は，坂本安行，野木

正博（以上庶務部），傍島孝，辻本和夫（以上

経理部），野田 均，北原町男（以上防災研究所）

の各氏である。

＜栄誉＞

医学教育等関係業務功労者の表彰

片桐久江技官（胸部疾患研究所附属病院看護助

手）は，医学に関する患者診療等に係る補助的業

務に閲し顕著な功労があったことにより， 11月15

日，文部大臣から平成5年度医学教育等関係業務

功労者ーの表彰を受けた。

感謝状贈呈式
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一公開講座一

文学部博物館「古文書セミナ－VI」

文学部博物館では，平成5年秋季公開展示にあ

わせ10月30日から11月27日までの間， 4回にわた

り土曜日の午後l時30分から 4時まで，同講演室

において第13回公開講座「古文容セミナ一司」を

開催した。

今回で6回目になるこの古文書セミナーは一般

市民を対象とし，本学教官3名と他大学の教官が

講師となり，館収蔵の古文書を素材として，その

内容が理解できるよう，また活字だけでは味わえ

＜紹介＞

工学部附属高度情報開発実験施設

施設における研究・開発

工学部附属高度情報開発実験施設は，メディア

統合型研究システムの研究開発を目的として平成

元年5月に設置された10年時限の施設である。現

在は，メディア統合部門に，教授I，助教授1' 

また，特別設備運用のための技宵 lが配置されて

いる。情報工学教室の研究協力体制のもとに，画

像，文書，音声などの各種メディアの情報処理装

置やファイル装置，ワークステーションなどを

ネットワークで結合した分散処理システムを構成

している。

施設の運営は，施設，工学部の他教

室，大型計算機センターの教官から選ば

れた施設教授会並びに施設運用委員会に

より行われている。

施設の特徴は，情報工学関連の最新の

研究成果を他の分野の研究者にも公開し

て利用してもらうことであり，各種利用

の手引も発行している。中でもネット

ワーク利用に関する手引は， KUINSに

接続を考えておられる人々にff（ちに役に

立つものである。

施設の研究活動は，以下のように分け

られる。

ない古文書の魅力を紹介していくものであり，66

名が受講した。

講義題目，講師は次のとおりであった。

伊勢神官文書の世界

京都教育大学商 山

中世の古文書

一文学部博物館の古文書から一

克

文学部今岡典和

中世都市の変容と都市文書

文学部仁木 宏

古代女性と文字文化

文学部吉 川 其司

（文学部）

・ネγ 卜ワーク環境の構築，維持，機能向上

・画像情報処理システム構築

・各種メディアのデータベースの構築

ネットワーク環境の矯築，維持，機能向上

本施設のネッ トワークは，従来から情報工学教

室の LAN （ローカルエリアネァ 卜ワーク）と一

体化して構築されてきた。さらに，京都大学統合

情報ネットワーク KUINSの運用と協調し，若手

教官及び学生の協力を得て，大学内外のネッ ト

ワークの接続，計算機資源の提供，ネットワーク

運用のための技術的支援を積極的に行っている

（写真 1）。これらの活動は表面的には見えにくく

地味なものではあるが，利用価値のあるネット

ワークの運用に欠くことのできないものである。

写真1 ネットワーク管理用ワークステーション
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画像情報処理システムの研究

画像情報処理に関する研究活動として，京都大

学画像科学フォーラムという研究会を年3回開催

し，蘭像｜刻連研究者の交流をはかっている。画像

処理技術に限らず，情報処理技術は多くの学部に

横断的に｜謝わるもので，研究会においても而白い

議論が出てきている。また，各種ワークステー

ションで阿像を処理するためのソフトウェア

KUMI (Kyoto University Multilmage handling 

system）を開発し学内に公開している。最近は，

実験データの記録，コマどり機能を利用したアニ

メーション作成のためのビデオシステムの充実も

進めている。表紙写真は KUM！を利用して構築

された画像データベースの検索実験のようすであ

る。

各種メディアのデータベースの矯築

本施設では，データ管理システムとしてのデー

タベースを画像，音声，図面，文書などメディア

写真2 オフィス活動支援システム

日

統合のための重要課題のーっと位置付け，研究活

動を行っている。現在，地図データベースを題材

としてグラフイックデータや文字データの統合 ・

利用者インタフェースなどについての研究，メ

ディア統合情報システムの実際例としてオフィス

活動支援システム（写真 2）の研究も行ってい

る。

まとめ

情報処理システムは，単なる情報処理を行うた

めのものではなく，各種の情報メディアの中核と

して，さらに上位のメタメディアあるいは「知能

情報メディア」としてとらえる必要がある。この

視点から，本施設では，兵の高度情報を取り扱う

各種のメディアの統合的処理，それを支える新し

い慨念の情報処理システム，情報ネットワークシ

ステムの研究 ・開発を目指している。多機な媒体

にmわれた情報から，真に必要とする間報を抽出
して処理するという課題は，当施設の設置目的で

あり，たゆまず最大限の努力を払いながら，情報

科学・情報 l：学の分野の先頭にたった新しい視点

を開妬していきたい。具体的には，趨並列計算機

アーキテクチャ，ギカ、、ピットネットワークを中心

としたインフラストラクチャの上で，これまでに

なかったシステムの実現を目指してし 3く予定であ

る。

資料請求先

本記事で紹介した利用の手引や画像処理JTJソフト

ウェアなどを入手希望の方は本施設 （内線5979.波

辺）まで御連絡いただきたい。

吾当＝

°"" 

（工学部）

(1993年11月1日一11月30日）

11月1日カナダ国ビショ ップス大学： DavidG 

Bevan面lj学長来学，総長及び関係教官と懇談

5日 同和問題委員会

9日 評議会

平成5年度京都大学戦員研修主任研修（第2

回） (12日まで）

中華人民共和国 国家自然科学基金委員会沈

文雄委員他4名来学，総長及び関係教官と

懇談

10日 国際交流委員会

国際交流会館委員会

14日 総合人lliJ学部創設記念式典

20日 終学部創立70周年記念式典

26日 中華人民共和国南京大学張永桃副学長他

2名来学，総長及び関係教’色’と惣談

29日 学位授与式
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